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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率の引き上げにともなう駆け込み需要の反動の影響

が一部にはあったものの、企業収益の改善や雇用・所得環境の改善などを背景に、全体としては緩やかな回復基

調で推移しました。

建設業界におきましては、公共投資、民間投資ともに堅調を維持しているものの、技術者・技能労働者の不足

がより深刻な問題となっています。

このような状況のなかで、当社グループは「環境変化、乱気流への素早い対応」を基本テーマに「ビジネスモ

デルの強化」「改善ではなく革新」「リスク管理の徹底」といった点に注力することとし、中核子会社である髙松

建設㈱グループは「飛躍（優先順位と実行）」を基本テーマに「現状打破（もう一皮破る）」に取り組み、青木あ

すなろ建設㈱グループは「持続的発展に向け着実なステップアップ」を基本テーマに「個人・組織力のレベルア

ップ」と「収益力の強靭化」に取り組んでおります。

その結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は119,177百万円（前年同期比17.9％増）、売上高は82,744百万

円（前年同期比5.1％増）となりました。

利益につきましては、営業利益は2,221百万円（前年同期比13.1％増）、経常利益は2,260百万円（前年同期比

10.8％増）となりましたが、四半期純利益は、前年のような負ののれん発生益等の特別利益の計上がなかったた

め、前年同期に比べ63.1％減の1,235百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

（建築事業）

売上高は38,605百万円（前年同期比4.3％増）となり、セグメント利益は1,248百万円（前年同期比29.5％

減）となりました。

（土木事業）

売上高は39,276百万円（前年同期比3.7％増）となり、セグメント利益は1,431百万円（前年同期比125.2％

増）となりました。

（不動産事業）

売上高は4,861百万円（前年同期比27.7％増）となり、セグメント利益は513百万円（前年同期比15.3％増）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ537百万円減少し、154,092百万円となりま

した。

その主な要因は、現金預金が13,486百万円増加した一方、受取手形・完成工事未収入金等が売上債権の回収に

より17,421百万円減少したこと等によるものであります。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ1,661百万円減少し、58,820百万円となりました。

その主な要因は、未成工事受入金が5,669百万円増加した一方、工事未払金が5,796百万円減少したこと等によ

るものであります。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,123百万円増加し、95,272百万円となりました。

その主な要因は、四半期純利益の計上1,235百万円、配当金の支払504百万円等により株主資本が778百万円増加

したこと等によるものです。

なお、純資産の額から少数株主持分を控除した自己資本の額は81,198百万円となり、自己資本比率は、前連結

会計年度末に比べ1ポイント上昇し52.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2015年3月期（平成27年3月期）の連結業績予想につきましては、2014年５月14日付で公表いたしました数値から

変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 2012年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）お

よび「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 2012年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間およ

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いにしたがって、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更にともなう影響額を利益剰余

金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が89百万円減少し、利益剰余金が47百万円増

加しております。

また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ4百万円増加

しております。

　

決算短信 （宝印刷）  2014年11月12日 10時25分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



㈱髙松コンストラクショングループ(1762) 2015年３月期 第２四半期決算短信

－ 4 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2014年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2014年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 68,843 82,330

受取手形・完成工事未収入金等 48,991 31,569

販売用不動産 3,386 2,839

未成工事支出金 1,239 1,360

不動産事業支出金 1,408 1,939

繰延税金資産 717 798

その他 4,999 7,703

貸倒引当金 △195 △142

流動資産合計 129,391 128,399

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,895 2,894

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

611 668

船舶（純額） 1,220 1,174

土地 9,304 9,074

リース資産（純額） 233 212

建設仮勘定 25 107

有形固定資産合計 14,290 14,131

無形固定資産 244 308

投資その他の資産

投資有価証券 6,011 6,835

投資不動産（純額） 199 199

繰延税金資産 1,330 1,155

その他 3,773 3,620

貸倒引当金 △611 △556

投資その他の資産合計 10,703 11,254

固定資産合計 25,238 25,693

資産合計 154,629 154,092
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2014年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2014年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 26,889 21,093

未払法人税等 1,732 935

未成工事受入金 10,858 16,527

賞与引当金 1,676 1,924

完成工事補償引当金 700 672

工事損失引当金 35 5

その他 5,534 4,145

流動負債合計 47,427 45,305

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 353 352

退職給付に係る負債 10,307 10,482

船舶特別修繕引当金 87 91

その他 2,306 2,587

固定負債合計 13,053 13,514

負債合計 60,481 58,820

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 272 272

利益剰余金 80,683 81,462

自己株式 △4,296 △4,296

株主資本合計 81,659 82,437

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 651 1,168

土地再評価差額金 △1,657 △1,658

退職給付に係る調整累計額 △671 △749

その他の包括利益累計額合計 △1,677 △1,239

少数株主持分 14,166 14,073

純資産合計 94,148 95,272

負債純資産合計 154,629 154,092
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2013年４月１日
　至 2013年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
　至 2014年９月30日)

売上高

完成工事高 74,891 77,882

不動産事業売上高 3,806 4,861

売上高合計 78,697 82,744

売上原価

完成工事原価 67,028 69,270

不動産事業売上原価 3,291 4,266

売上原価合計 70,319 73,537

売上総利益

完成工事総利益 7,863 8,611

不動産事業総利益 514 594

売上総利益合計 8,378 9,206

販売費及び一般管理費 6,413 6,984

営業利益 1,965 2,221

営業外収益

受取利息 5 0

受取配当金 94 62

受取遅延損害金 － 25

その他 49 46

営業外収益合計 149 134

営業外費用

支払利息 70 94

その他 3 1

営業外費用合計 73 96

経常利益 2,041 2,260

特別利益

固定資産売却益 21 8

負ののれん発生益 1,911 -

持分変動利益 326 -

その他 0 0

特別利益合計 2,261 8

特別損失

訴訟関連損失 6 31

株式交換関連費用 6 -

その他 10 6

特別損失合計 23 37

税金等調整前四半期純利益 4,278 2,230

法人税、住民税及び事業税 1,032 884

法人税等調整額 △111 △15

法人税等合計 920 869

少数株主損益調整前四半期純利益 3,357 1,361

少数株主利益 11 126

四半期純利益 3,346 1,235
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2013年４月１日
　至 2013年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
　至 2014年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,357 1,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 237 530

退職給付に係る調整額 － △112

その他の包括利益合計 237 417

四半期包括利益 3,595 1,778

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,562 1,674

少数株主に係る四半期包括利益 32 104
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

４．補足情報

連結受注高、連結売上高の状況

区分

前第２四半期累計
（自 2013年４月１日
至 2013年９月30日）

当第２四半期累計
（自 2014年４月１日
至 2014年９月30日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 55,384 54.8 47,280 39.7 △8,103 △14.6

土木事業 41,901 41.4 67,035 56.2 25,133 60.0

建設事業計 97,285 96.2 114,316 95.9 17,030 17.5

不動産事業 3,806 3.8 4,861 4.1 1,054 27.7

合計 101,092 100.0 119,177 100.0 18,084 17.9

売
上
高

建築事業 37,015 47.1 38,605 46.6 1,590 4.3

土木事業 37,875 48.1 39,276 47.5 1,401 3.7

建設事業計 74,891 95.2 77,882 94.1 2,991 4.0

不動産事業 3,806 4.8 4,861 5.9 1,054 27.7

合計 78,697 100.0 82,744 100.0 4,046 5.1
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